
奴奈川姫の

系 譜

ジオパークと神話の世界

第11回日本ジオパークネットワーク全国大会 島根半島・宍道湖中海大会
ポスターセッション テーマ番号７ ～ 神話・伝説をジオ言葉で語ろう ～

小河原 孝彦、小林 猛生（糸魚川ジオパーク協議会）

糸魚川では、今から約7,000年前の縄文時代にヒスイを使いはじめました。

およそ3,000年前にメソアメリカ（メキシコ周辺）で栄えたオルメカ文明

より歴史が古く、人類で最初のヒスイ文化といわれています。

「世界最古のヒスイ文化」が花開く！

約５億２千万年前、地下深いプレート境界で

生まれたヒスイが地表に現れ、私たちの歴史

や文化に大きな影響を与えているのね。

糸魚川ジオパーク
マスコットキャラクター

ぬーな
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ジオまる

日本国内や朝鮮半島の遺跡から出土する大

珠や玉類などのヒスイ装飾品は、すべて糸

魚川産なんだ！
小滝川ヒスイ峡（国天然記念物）

ヒスイを身にまとった奴奈川姫
ぬ な か わ ひ め

かつて高志国（現在の北陸地方周辺）を治めたという才色兼備の

奴奈川姫。日本最古の歴史書『古事記』には、大国主命が出雲の

国（島根県）からはるばる求婚に来た、と記されています。

こ し の く に さいしょくけんび

こ じ き おおくにぬしのみこと い ず も

たい

しゅ

大国主命は、国を守り、人々を治めるために霊力

を秘めると考えられたヒスイを求めたのよ。

ちなみに、私は「奴奈川姫」のキャラです！
長者ケ原遺跡（国史跡）とヒスイ製大珠

奴奈川姫と建御名方命（海望公園）

２人は結婚し、諏訪社の祭神・建御名方命が生ま

れたよ。糸魚川周辺には、奴奈川姫を祀る神社が

多く、たくさんの伝説も残っているんだ。

たけみなかたのみことす わ し ゃ

まつ

Nunakawahime

奴奈川姫
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建御名方命
Mihosusuminomikoto

御穂須須美命

※ 長女の御穂須須美命は、『出雲国風土記』にのみ記載が見られる。

【文献の記載】『古事記』 大国主命から奴奈川姫への妻問
『万葉集』 和歌「渟名河の底なる玉～」記載
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